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入 札 説 明 書 

１ 入札に付する事項 

（１）調達役務の名称 

   地方独立行政法人宮城県立病院機構の保有する資産に対する財産保険業務 

（２）仕様等 

   入札説明書及び仕様書のとおり 

（３）契約期間 

   平成２６年４月１日午前０時から平成２７年３月３１日午後１２時まで（１年間） 

（４）入札方式 

   一般競争入札 

 

２ 入札に参加する者に必要な資格に関する事項 

入札に参加する者に必要な資格は，次のとおりとする。 

（１）地方独立行政法人宮城県立病院機構契約事務取扱規程第３条第１項及び第５項各

号の規定に該当しない者であること。 

（２）宮城県の「物品調達等に係る競争入札参加業者登録」を得ている者とする。 

なお，当該資格を有しない場合は，宮城県の物品調達等に係る競争入札参加業者

登録申請に必要な書類を３に記載する入札参加資格申請と同時に提出することによ

り，参加資格を得ているものとみなす。 

（３）本件公告の日から開札の日までの間に，宮城県において指名停止の措置を受けて

いない者であること。 

（４）宮城県入札契約暴力団等排除要綱別表各号に規定する措置要件のいずれにも該当

しないこと。 

（５）宮城県内に本社（本店）又は代表者より入札等に関する権限の委任を受けた者が

所属する支店（営業所）を有すること。 

（６）保険業法（平成７年法律第１０５号）第２６５条の３７第２項に規定する損害保

険契約者保護機構の会員であること。 

（７）平成２５年３月３１日現在において，保険業法第１３０条，第２０２条，第２２

８条及び第３１３条第１項の規定により金融庁長官が定める保険金等の支払能力の

充実の状況が適当であるかの基準（平成１１年金融監督庁・大蔵省告示第３号）を

満たすこと（ソルベンシー・マージン比率が２００％以上であること。）。 

 

３ 入札参加資格取得までの手続等に関する事項 

（１）担当部署名 

地方独立行政法人宮城県立病院機構本部事務局 

 企画総務課企画総務係（電話番号：０２２－７９６－１０４２） 

〒981-1239 名取市愛島塩手字野田山４７番地の１（宮城県立がんセンター２階） 

（２）契約条項及び契約条件を示す場所 

（１）に同じ。 
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（３）入札説明書等の交付 

イ 交付期間 

平成２６年３月６日（木）から平成２６年３月１１日（火）まで（土曜日，日曜日

及び国民の日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以下「祝

日」という。）を除く。）の午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 

ロ 交付場所 

（１）に同じ。 

ハ 交付書類 

次の書類を配付する。 

（イ）入札説明書 

（ロ）仕様書 

（ハ）様式集 

（４）調達案件及び入札に係る説明会の実施 

本書の交付によりこれに代える。 

（５）一般競争入札参加資格審査 

入札参加を希望する者は，（３）により本件の入札説明書の交付を受け，イに掲げる提

出書類を提出し，審査を受けなければならない。ハの提出期間内にイの提出書類を提出し

ない者又は入札参加資格がないと認められた者は，入札に参加することができない。 

イ 提出書類 

（イ）入札参加資格確認申請書（様式第１号） 

（ロ）受付票（様式第２号） 

（ハ）保険業法（平成７年法律第１０５号）第２６５条の３７第２項に規定する損害保

険契約者保護機構の会員であることを示す書類等（会社概要，ディスクロージャー

資料など，パンフレットやホームページ等によって一般に広く公表されているもの

で可。以下，（ニ），（へ）において同じ。） 

（ニ）平成２５年３月３１日現在において，保険業法第１３０条，第２０２条，第２２

８条及び第３１３条第１項の規定により金融庁長官が定める保険金等の支払能力の

充実の状況が適当であるかどうかの基準（平成１１年金融監督庁・大蔵省告示第３

号）を満たすこと（ソルベンシー・マージン比率が２００％以上であること。）を示

す書類等 

（ホ）本調達案件に係る仕様内容を履行できる約款，特別条項等担保内容が分かる書類

等（適用される約款・条項等の該当箇所を付箋，マーカー等で明示すること。） 

（へ）過去２年以内に，国，地方公共団体，又は独立行政法人（国立大学法人，地方独

立行政法人を含む。）との契約に基づく本調達案件と同種又は類似する業務について

相当数の実績があることより入札保証金の免除を希望する場合は，入札保証金免除

申請書（様式第６号）及び実績の内容を示す書類等 

ロ 提出場所 

（１）に同じ。 

ハ 提出期間 

平成２６年３月１２日（水）から平成２６年３月１７日（月）まで（土曜日，日



3 

 

曜日，祝日を除く）の午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 

ニ 提出部数 

１部 

ホ 提出事項の説明 

入札参加希望者は，提出した資料について開札日までに説明を求められた場合は，

入札参加希望者の負担において説明を行わなければならない。 

へ 審査結果 

入札執行者が，イの提出書類に基づき履行が可能な者であると判断した者を入札

参加資格者とする。審査結果については，平成２６年３月１８日（火）午後４時以

降に申請者に対して「審査結果通知書」を電子メールにより送付する。 

ト 入札参加資格の喪失 

一般競争入札参加資格審査の結果，入札参加資格を得た者であっても，入札日ま

でにおいて前記２に掲げる要件のいずれかに該当しなくなったときは，入札参加資

格を失うものとする。 

（６）質問の受付及び回答供覧場所 

   仕様書の内容等についての質問は，次のとおりとする。 

イ 提出方法 

ロのアドレスあて電子メールで質問書（様式第３号）を提出すること。担当者が

到達を確認した後に，質問者あてに到達確認の返信を行うので，必ず当該返信を確

認すること。 

なお，電話等口頭での照会には応じないものとする。 

ロ 提出先メールアドレス 

honbu-somu@miyagi-pho.jp （宮城県立病院機構本部事務局企画総務課） 

ハ 質問提出時のメールの件名 

「宮城県立病院機構の財産保険業務に関する質問」 

ニ 質問の受付期間  

平成２６年３月６日（木）から平成２６年３月１１日（火）午後５時まで 

ホ 質問への回答方法  

ニの受付期間中に受け付けた質問への回答を宮城県立病院機構本部事務局掲示板

及び宮城県立病院機構ホームページにおいて平成２６年３月１２日（水）に公開す

る。 

なお，質問に対する回答は，本件の仕様書の追加又は修正項目とする。 

 

４ 開札までの手続等に関する事項 

（１）入札書の提出場所及び契約条項を示す場所 

   ３（１）に同じ。 

（２）入札書の提出 

   （８）イの開札日時に（８）ロの場所に直接持参する。 

（３）入札書の様式は，別添入札書の様式（様式第４号）とする。 

（４）入札書は，封筒に入れ密封し，封筒の表に入札者の氏名（法人の場合は，その商号
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又は名称及び代表者役職氏名）を記入し，｢地方独立行政法人宮城県立病院機構の保有

する資産に対する財産保険に係る入札書在中」と朱書きの上，提出すること。 

（５）入札金額 

仕様書に記載された業務を行うために見積もった契約希望金額（本契約に要する一切

の諸経費を含む）を入札書に記載すること。 

なお，保険料は非課税であるため，入札価格をもって落札価格とする。 

（６）入札者 

入札は，本人又はその代理人が行うものとする。代理人は，地方自治法施行令１６７

条の４の規定に該当しない者でなければならない。代理人が入札を行う場合は，受任者

使用印鑑を持参し，入札前に委任状（様式第５号）を提出しなければならない。 

（７）入札保証金 

入札者の見積もった金額の１００分の５以上の金額。ただし，地方独立行政法人宮城

県立病院機構契約事務取扱規程第７条第１項の規定に該当する場合は免除とする。（様

式第６号） 

（８）開札 

イ 開札日時 

平成２６年３月２４日（月）午前１１時  

ロ 開札場所（会場） 

地方独立行政法人宮城県立病院機構本部事務局会議室（宮城県立がんセンター２階） 

ハ 会場封鎖 

会場は，開札開始時刻に閉鎖し，閉鎖後の参加は認めない。 

ニ 会場への入室 

会場への入室は，入札者（代理人を含む。）のみとする。入札者（代理人を含む。）

は，会場に入室しようとするときは，入札執行職員に身分証明書等を提示しなければ

ならない。 

ホ 開札の立会い 

開札は，入札者（代理人を含む。）を立ち合わせて行うものとする。この場合にお

いて，入札者が立ち会わないときは，当該入札事務に関係のない当機構職員を立ち合

わせて開札を行う。 

なお，公正な競争入札を妨げ，又は妨げようとした者は，開札場所への立ち入りを

禁止又は退去させる。 

（１０）再度入札 

  開札の結果，それぞれの入札金額について，予定価格の制限の範囲内の価格の入札が

ないときは，直ちに再度入札を行う。再度入札の回数は原則として２回を限度とする。 

イ 入札者 

入札は，本人又はその代理人が行うものとする。代理人は，地方自治法施行令第

１６７条の４の規定に該当しない者でなければならない。 

ロ 入札辞退 

再度入札に対して入札書の提出がなされないときは，再度入札を辞退したものと

みなす。 
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ハ 落札者のない場合 

再度入札においても落札者のいない場合は，地方独立行政法人宮城県立病院機構

契約事務取扱規程第１９条第１項第８号の規定により，最終の入札において有効な

入札を行った者のうち，最低金額を記載した入札者と随意契約の交渉を行うことが

ある。 

（１１）入札の無効 

入札に参加する資格のない者及び入札参加資格審査において虚偽の申請を行った者

のした入札は，無効とする。 

なお，入札参加資格を有する旨の確認を得た者であっても，当該確認の後，入札時

点において前記２に掲げる資格のない者のした入札は，無効とする。 

（１２）入札の延期等 

イ 入札参加者が相通じ，又は不穏な行動をなす場合において，入札を公正に執行する

ことができないと認められるときは，当該入札参加者を入札に参加させず，又は入札

の執行を延期し，若しくは取り止めることがある。 

ロ 入札前において，天災，地変その他やむを得ない事由が生じたときは，入札の執行

を延期し，又は取り止めることがある。 

ハ イ及びロの場合において，入札参加者に生じた損害は，入札参加者の負担とする。 

（１３）入札の辞退 

イ 入札参加者は，入札書提出前までは，いつでも入札を辞退することができる。 

なお，辞退する場合は，速やかに「入札辞退届」（様式第７号）を提出すること。 

ロ やむを得ず入札会場閉鎖後に，入札を辞退するときは，入札を辞退する旨を入札書

に記載し，入札箱に投入するものとする。 

ハ 入札を辞退した者は，これを理由として，以後に不利益な取扱いを受けるものでは

ない。 

（１４）その他 

イ 一度提出した入札書は，これを書換え，引換え，又は撤回することができない。 

ロ 入札参加者が本件入札に関して要した費用は，すべてこれらの者の負担とする。 

ハ その他，本件入札執行については，地方独立行政法人宮城県立病院機構契約事務取

扱規程の定めるところによる。 

 

５ 落札者の決定方法等に関する事項 

落札者は次により決定する。 

イ 地方独立行政法人宮城県立病院機構契約事務取扱規程第８条第１項の規定に基づ

いて作成された予定価格の制限の範囲内で最低価格をもって有効な入札をした者を

落札者とする。 

ロ 落札決定となるべき同価の入札をした者が二人以上あるときは，直ちに当該入札者

にくじを引かせて落札者を決定する。この場合において，当該入札者のうち開札に立

ち会っていない者又はくじを引かない者があるときは，これに代わって当該入札事務

に直接関わっていない当機構職員にくじを引かせ，落札者を決定する。 

ハ 落札者には，落札決定後速やかに落札決定の通知を文書にて行う。 
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６ 契約に関する事項 

（１）契約書の作成 

契約書の様式については，落札者の定める保険証券の様式に従う。 

落札者は，保険の約款，契約申込書等の必要書類を平成２６年３月３１日（月）ま

でに前記３（１）に提出すること。 

（２）契約保証金 

契約金額の１００分の１０以上の金額。ただし，地方独立行政法人宮城県立病院機

構契約事務取扱規程第２８条の規定に該当する場合は免除とする。 

（３）保険料の請求 

契約の締結後は，保険の種類，保険期間，請求金額及び保険料振込先を記載した書

面により，保険料の口座振込による支払いを請求すること。 

 

７ その他 

（１）使用言語，通貨等 

本件業務に係る入札，契約等に伴い作成する書類等に用いる言語，通貨及び単位は，

日本語，日本円，日本の標準時及び計量法（平成４年法律第５１号）によるものとす

る。 

（２）遵守事項 

入札参加者は，地方自治法，地方自治法施行令その他関係法令及び当機構の諸規程

を遵守しなければならない。 

（３）不明，錯誤等の無効 

入札をした者は，入札後において，「入札説明書」，「仕様書」等の内容について，不

明，錯誤等を理由に異議を申し立てることはできない。 

（４）守秘義務 

この入札説明書の交付を受けた者は，当機構から提供を受けた文書，データー等の

一切（この入札説明書のほか，追加資料も含む。以下，総じて提示資料という。）につ

いて守秘義務を負い，第三者に漏らしてはならず，提示資料を本調達案件の手続き以

外の目的（広告，宣伝，販売促進及び広報等を含む。）に使用してはならない。 

 


